
 各種スポーツ大会 
　連合町内会体育部が主催しているスポーツ

大会として、「卓球大会」「ソフトボール大

会」「テニポン大会」「ミニバレー大会」の４

種目があります。

　いずれの種目も町内会対抗が基本ですが、

チームを組めるだけの人数が集まらない町内

会も多いため、複数の町内会による混成チー

ムで競技を行う場合が多くなっています。

　また、新たな種目を要望する声も出てきて

います。

 交通安全街頭啓発 
　連合町内会交通安全部、新川地区交通安全

母の会、新川及び近隣地域の交通指導員の

方々が参加して、季節ごとに交通安全を呼び

かける街頭啓発（旗の波）を実施しています。

10月には、各町内会に呼び掛けて新川通り

を６ブロックに分けて街頭啓発も行ってい

ます。
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 防犯·防火パトロール 
　連合町内会防犯防災部が主体となって、年

金が支給される偶数月15日に振込め詐欺被害

防止を呼び掛ける街頭啓発、学童の登下校時

の見守り、青色回転灯装着車によるパトロー

ルを行っています。また、12月には、北消防

署新川出張所と合同で新川全域を歳末防犯防

火のパトロールを行っています。

 連町新聞発行 
　連合町内会の情報、単位町内会の情報を地域内の住民で共有できるようにと、昭和56年

（1981年）11月に、連合町内会の機関紙「新川」が創刊されました。創刊当時は編集委員が

紙面の編集を行っていました。昭和61年（1986年）に広報部が発足し、新聞の編集にあたっ

ています。

　機関紙のタイトルは昭和56年の創刊から平成26年（2014年）２月発行の第119号まで「新

川」としてきていましたが、平成26年に連合町内会の名称が「新川さくら並木連合町内会」

となったことに合わせ、機関紙のタイトルも「新川さくら並木」に変わりました。

　新聞の発行は年４回であったり、２回、３回の年もありましたが、平成28年（2016年）か

らは年４回発行を続けています。

 すこやかフェスタ 
　新川地区社会福祉協議会、連合町内会社会

福祉部、女性部が協力して、健康をテーマに

「すこやかフェスタ」を毎年開催しています。
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● ● ● 『新川さくら並木』（初号） ● ● ●

● ● ● 『新川』（創刊号） ● ● ● ● ● ● 『新川』（最終号） ● ● ●

● 『新川さくら並木』（50周年目最新号） ●
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 新川まちづくりセンター自主運営 
　令和４年（2022年）10月から、地域の62団

体で構成する「新川まちづくり協議会」（令

和３年（2021年）12月発足）が運営母体となっ

て「新川まちづくりセンター」の自主運営を

行っています。これは、一層地域に密着した

運営ができるようにするためです。

　新川まちづくりセンターでは、住民票、印

鑑証明、戸籍謄（抄）本などの証明書発行の

取次も行っています。ただし、受け取れるの

は申し込みの翌営業日になります。

 北海道マラソン給水ボランティア 
　昭和62年（1987年）に始まった北海道マラソンですが、平成21年（2009年）にコースが

大幅に変更され、新川通りがコースの一部なったのを機に、新川地区の各町内会がマラソン

の給水ボランティアに参加するようになりました。ボランティアを始めた年は、マラソンの

エントリー者数が8,300人程度でしたが、現在（令和４年）は、20,000人を超えるエントリー

者数になっています。

　ボランティアの参加人数は町内会によって

異なりますが、10名前後の町内会から50名

を超える町内会まで活動場所によって様々で

す。近年は人手の確保が難しいためにボラン

ティアを辞退する町内会も出てきています

が、多くの町内会では幅広い年代の方達がボ

ランティアを継続しています。
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